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皆
様
に
は
佳
き
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

 

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
と
原
発
事
故
、
豪
雨
災
害
な
ど
に
よ
り
、
我
が
国
の

国
土
の
脆
弱
性
を
露
呈
し
ま
し
た
。
防
災
だ
け
で
な
く
、
政
治
・
経
済
・
社
会 

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
見
直
し
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
中
で
、
政
府
民
主
党
の
政
権
運
営
は
、
一
つ
一
つ
丁
寧
に
議
論
を 

積
み
重
ね
て
い
く
の
で
は
な
く
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
表
明
に
代
表
さ
れ
る
よ
う

に
、
外
圧
を
利
用
し
た
国
民
に
対
す
る
強
引
な
押
し
付
け
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
前
回
衆
院
選
の
公
約
に
掲
げ
た
重
要
施
策
は
、
ム
ダ
の
排
除
で
は
財
源

を
確
保
出
来
ず
に
こ
と
ご
と
く
行
き
詰
ま
り
、
国
民
へ
の
十
分
な
説
明
も
謝
罪
も

な
い
ま
ま
に
取
り
下
げ
ら
れ
た
う
え
、｢

四
年
間
は
引
き
上
げ
な
い｣

と
し
て
い
た

消
費
増
税
を
、
国
民
に
信
を
問
う
前
に
決
め
て
し
ま
う
な
ど
、
説
明
不
足
で 

 

実
現
力
の
な
い
現
政
権
に
、
も
は
や
正
当
性
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

私
自
身
、
参
院
選
落
選
を
経
て
衆
議
院
に
議
席
を
得
た
も
の
の
、
野
党
と
い
う

立
場
に
な
り
二
年
余
り
、
ま
た
、
昨
年
三
月
に
は
軽
い
脳
出
血
を
患
い
、
そ
し
て

右
腕
で
あ
る
秘
書
の
急
逝
な
ど
…
昨
年
は
苦
し
く
辛
い
日
々
の
連
続
で
は
あ
り 

ま
し
た
が
、
一
方
で
、
人
の
心
の
痛
み
を
知
り
、
弱
い
部
分
を
経
験
し
た
こ
と
に

よ
り
、
人
の
気
持
ち
が
分
か
る
、
心
が
通
じ
る
政
治
家
と
し
て
以
前
よ
り
は
、 

少
し
幅
が
出
て
き
た
の
か
な
と
自
負
し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

 

お
陰
様
で
六
月
初
に
復
帰
後
は
、
予
算
委
員
会
で
の
質
問
や
党
役
員
会
の 

 

メ
ン
バ
ー
で
あ
る
人
事
委
員
長
を
拝
命
し
た
ほ
か
、
衆
議
院
本
会
議
に
て
自
民
党

を
代
表
し
て
討
論
に
立
つ
な
ど
、
縦
横
に
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
来
年
度
予
算
案
に
日
沿
道｢

二
ツ
井
今
泉
道
路｣

が
新
規
事
業
と
し
て 

採
択
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
は
、
私
も
古
巣
で
あ
る
財
務
省
の
人
脈
を 

 

活
か
し
全
て
の
担
当
者
に
働
き
か
け
た
ほ
か
、
友
人
で
あ
る
安
住
財
務
大
臣
に
、 

二
度
に
わ
た
り
直
接
申
し
入
れ
を
行
う
な
ど
、
様
々
な
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
参
り
ま
し
た
。 

 

新
春
を
迎
え
た
も
の
の
、
我
が
国
の
政
治
は
閉
塞
感
で
い
っ
ぱ
い
で
あ
り 

 

ま
す
。
政
権
担
当
能
力
の
な
い
現
政
権
か
ら
政
権
奪
還
を
果
た
し
、
難
問
山
積
の

現
状
を
何
と
か
打
破
し
、
混
乱
か
ら
安
定
へ
、
不
安
か
ら
安
心
へ
と
、
皆
様
に 

と
り
ま
し
て
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
粉
骨
砕
身
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
宜
し
く
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

＜１＞ 

 かねだ勝年国政報告ＮＥＷＳ  
  

  ～2012年新春号～ 

平成23年度第三次補正予算 

本会議で自民党を代表して登壇 

衆議院予算委員会で民主党政権の公約違反をただす 

人事委員長を拝命 自民党役員会のメンバーとして懇談 

議員会館の自室で 

旧知の平野復興大臣と 

国会で大活躍の かねだ代議士 



～ ホームページ http://www.kaneda-k.com Eﾒｰﾙ info@kaneda-k.com ～ 

元気いっぱい地元各地を走り回りました！ ～2011年後半から年末の活動～ 

衆議院議員 かねだ勝年 事務所 

〒016-0843 能代市中和1-16-2   TEL 0185-54-3000  

〒017-0846 大館市有浦4-9-32    TEL 0186-42-7026 

＜２＞ 

週末は各地で国政報告会 

見事ベスト16 

甲子園で能代商業高校の応援 

全国すし連秋田大会 

生活衛生議連世話人として代表挨拶 

 農村・地域社会の崩壊を招く 

     TPP交渉参加は断固阻止 

かんばろう東北！ 

東北全小選挙区で対話集会 

県土地改良事業推進大会 

予算獲得に全力！ 

盛んなマラソン大会 

沿道から激励！ 

日沿道開通式 

早期の全線開通を目指して 

10月 

12月 9月 

10月 8月 

10月 11月 12月 

「以前よりも元気」との嬉しい掛け声も！ 

各地のお祭りやイベントにも 

         積極的に参加しています。 

 
2月8日、パイプハウスの倒壊現場や雪捨て場の現状などを視察し、除雪費用確保や高齢者の独り暮らしと空き家の抱える 

課題などご要望を頂きました。  翌日には、党本部での報告の後、政府側を代表して藤村官房長官に対し緊急申入れを 

行いました。官房長官からは、3月の特別交付税の前倒しや予備費の使用などを考えていく旨の答弁を引き出しました。 

現場第一主義で、私たちの地域がしっかりと頑張れる体制を築くために、これからも引き続き皆さんと共に取り組んで参ります。 

党豪雪災害対策本部 県内視察 

〒100-8982 東京都千代田区永田町2-1-2 TEL 03-3508-7053  

           衆議院第二議員会館1009号室 

〒010-0201 潟上市天王字御休下7-1 TEL 018-872-2300  

 

塩谷 党総務会長と共に各地を視察 知事・市長ら から要請を受ける 政府に即、申入れ 


